
９の付く日
（女川・上野新）

１と６の付く日
（下関）

●越後女川〒

下関駅

関川村

290

関川〒●

銀行●

２と７の付く日（三之町）

村上市

市役所●市役所●

●税務署●税務署

●郷土資料館

●簡易裁判所

村上　　
小学校●
村上　　
小学校●

１と６の付く日（金屋）

荒川町

０の付く日（勝木）

５の付く日（府屋） ５の付く日（北中） ６の付く日（寒川）

山北町

●金屋〒 至113号

至
坂
町

４の付く日（有明）

神林村
１の付く日（布部）

３の付く日（早稲田） ８の付く日（塩野町）

朝日村

290

神納中学校●
至
村
上

至
村
上

至
村
上

至村上

至
山
形
県

至
山
形
県

至
山
形
県

至
乙

至役場

至村上

至下関

布部橋

GS

GS

早稲田交差点 塩野町交差点

7

●JA倉庫
7

勝木駅

勝木駅前交差点

●酒店

至村上

至村上

至山形県 至村上

至山形県

至山形県

交番●
府
屋
交
差
点

役
場

7

7

北中交差点 卍

345

歯科医院●

駐在所●
ゲート

ボール場

7

上
町
交
差
点

金屋交差点

至今宿
（R7号）

至村上至関川

●

府屋駅
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最
近
、
定
期
市
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。︵
村

上
・
関
川
下
関
で
は
、、
六
斎
市
と
呼
ば
れ
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。︶
市
で
は
、
買
い
手
が
売
り

手
の
顔
を
見
て
、
商
品
で
分
か
ら
な
い
も
の
が

あ
れ
ば
、
何
で
も
聞
け
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て

店
主
も
﹁
ほ
れ
、食
べ
て
み
れ
。﹂
と
自
信
を
持
っ

て
勧
め
ま
す
。

　

取
材
に
行
っ
た
村
上
の
六
斎
市
は
、
30
軒
程

の
店
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
部
分
の
店
が

食
品
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
魚
介
類
を
扱
う
店
先

の
魚
類
は
、
今
朝
、
地
元
の
漁
港
に
上
が
っ
た

も
の
で
す
。
野
菜
類
も
、
旬
の
も
の
は
ほ
と
ん

ど
が
地
場
物
で
す
。
中
で
も
、お
ば
あ
さ
ん
方
が
、

自
分
の
作
っ
た
野
菜
や
そ
れ
を
加
工
し
た
漬
物

な
ど
を
売
っ
て
い
る
店
先
を
覗
い
て
見
る
と
一

軒
一
軒
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
ま
さ
に
自
信

作
の
発
表
会
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
買
う
側
も

そ
の
こ
だ
わ
り
を
知
っ
て
い
て
、
買
っ
て
行
き

ま
す
。
各
店
に
常
連
客
が
い
て
、﹁
毎
度
ど
う

も
。﹂﹁
い
つ
も
の
ね
。﹂
と
、
顔
と
顔
の
関
係
が

し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る
の
で
す
。

　

食
品
を
購
入
す
る
と
き
の
安
心
の
原
点
は
、

こ
の
生
産
者
や
販
売
者
の
﹁
顔
が
見
え
る
﹂
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
意
識
す
る
事
な

く
、
売
買
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
定
期
市
が
再

び
脚
光
を
浴
び
始
め
て
い
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
市
場
全
体
が
﹁
家
庭
の
台
所
﹂
の
暖
か
い

雰
囲
気
で
す
よ
。

顔
の
見
え
る
安
心

「どう、おいしいでしょう！」「毎度あり～」

定期市の良さが定期市の良さが
見直され始めています見直され始めています

地元の漁港で上
がった魚介類

新鮮で安いのが
売りだ！

「こうやって切
る」

調理実習の始ま
り

●
当
地
域
内
の
定
期
市
は
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。︵
時
間
は
概
ね
午
前
中
︶

いい
ら
っ
し
ゃ
い

ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ま
せ

じっくり品定めできる



●人的基盤づくり

村上・岩船地域振興計画村上・岩船地域振興計画

⑵

〜「都岐沙羅のまち」にぎわいづくり〜
　村上・岩船地域を管内とする、県の地域機

関（村上健康福祉事務所や村上土木事務所な

ど計 10 事務所）が、地域の特性に合わせて

各地域機関の施策を効果的・効率的に組み合

わせて「県事業」を展開し、振興を図ってい

くのが「地域振興計画」です。

　今回は、この計画の「２つのテーマ」を実

現するための重点事業を決定しましたので、

その内容をご紹介します。

山北町

村
上
市

村
上
市

朝日村

神林村

関川村

山北町

粟島浦村

村
上
市

朝日村

神林村

関川村

荒川町荒川町

テーマと、テーマを実現するために重点的に取り組む事業
ここにあげた事業は、向こう５年間で重点的に取り組みます。

　地域の特性から「観光」「農林水産業」
等の分野で、交流・連携を一層促進し
て活性化を図るために行政機関や農
協、観光協会等の各種団体を結びつけ
る役割を果たす「コーディネーター」
の育成に努めます。

⑴ 交流・連携の基盤づくり

●社会基盤づくり

　活気あふれる「地域づくり」を進めるためには、社会基盤の整備が必要です。現在
の「車社会」では、「日本海東北自動車道」や「新潟山形南部連絡道路」等の整
備が、また特定地域振興重要港湾に選定された岩船港では、観光をテーマに「岩船港
港湾振興ビジョン」の実現などが重要であると考えます。今後、これらの社会基盤
整備により交流人口が増加して地域がより「元気」になることが期待されることから、
整備促進を関係機関に働きかけながら事業展開を行っていきます。

〜
交
流
・
連
携
に
よ
る
元
気
づ
く
り
〜

ふ
れ
あ
い
に
よ
る
︵
都
岐
沙
羅
︶
の
ま
ち
づ
く
り

●市町村間交流・連携のシステムづくり

　当地域は、広大な面積（約1,484㎞あります。これは香川県（約1,876
㎞）の約 80％に匹敵します。）と 300 を超える集落が点在しています。
また、急速に高齢化社会へ向かっています。
　この地域特性から、これからの「まちづくり」には「市町村間の
交流・連携」と高齢者が生き甲斐を感じられ、安心して生活できる
ような「交流の場」の確保が必要です。
　そのため、地域内で利便性の高い公共交通機関による「生活交
通の確保」を図るとともに、公民館や空き家等を利用した「住民
の交流拠点づくり」に努めます。
　また、地域内の「道の駅」（４箇所）を「交流人口拡大拠点」
として利用促進するために相互間の連携を図り、「地域情報の発信
拠点」「地域特産物の販売拠点」となるよう関係機関に働きかけます。

⑵ 交流・連携のシステムづくり

●地域間交流・連携のシステムづくり

　高速交通体系の整備は、東北・関東地方との交流・連
携を可能にし、人・物・情報等の拡大につながります。特
に村上・岩船地域では、「観光」の活性化と地域産物の販
路拡大に向けて活用できる利点があります。
　このため、高速交通体系の整備促進を関係機関に働き
かけるとともに、「新たな広域観光ルートの創出」や「地
域特産品の販売ルートの拡大」を目指して、関係業界
団体等を支援します。
　また、村上・岩船地域には都市在住の方々が求めてい
る「自然」が沢山あります。この「自然」を活かして、
都市住民等との「交流人口」を増やすための住民自ら
の活動等を支援します。

●担い手づくり

　農林水産業を巡る状況は、今後、国際化や産地間競争な
ど一層厳しいものがあり、当地域でも「足腰の強い農林水
産業」を確立する必要がありますが、従事する者の高齢化
が進み、若い担い手が減少しています。
　このため、新規学卒やＵターン等の新規就業者の確保を
図ります。
　また、意欲と希望の持てる営農システムの構築を目指
します。

⑴「食の宝庫」の基盤づくり

●生産基盤づくり

　「食の宝庫」を目指すには、消費者に対して新鮮で良質な生産
物を安定的に供給することが必要です。
　このため、消費者の要求に対応した米、園芸野菜、畜産等の安
定生産を図るとともに、消費拡大に向けた農産物の直売や学校及
び福祉施設等の給食への提供等、生産から流通販売、そして消
費までの活動を支援することで生産基盤の充実に努めます。
　また、水産資源においても「つくり、育て、管理する漁業」
の推進に努めます。

●人的基盤づくり

　近年、農作物生産者、消費者の価値観が変化し、
化学肥料や農薬の使用を控えた安全・安心な農作
物の生産や購入に関心が集まり、環境への意識も
高まって来ています。
　当地域は、畜産業の比率が高いことから、家畜
排泄物等の肥料資源の循環利用を進め、環境
と調和した自然に優しい農業を推進します。

●社会基盤づくり

　当地域には、従来から豊富な「食」の生産基盤である海、川、山があり、
そこから生み出された産物を活かした特産品が産まれてきています。
　これからも地域産物を活用した特産品の創出や加工食品の開発を官
民協働で図るとともに、開発された商品の販売網整備等に対しても支
援していきます。
　さらに「食」に関する講演会等の開催により情報の充実を目指します。
また、さまざまな情報媒体を活用しながら、積極的な情報発信に努めます。

⑶「食の宝庫」づくりの推進

テーマ1

〜
さ
ら
な
る
﹁
食
の
宝
庫
﹂
を
め
ざ
し
て
〜

食
の
魅
力
に
包
ま
れ
た
︽
都
岐
沙
羅
︾

テーマ2

⑵ 環境と調和した「食」づくり



力
強
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て

力
強
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て
!!!!

⑶

　村上・岩船地域の稲

作農業者 36 人が２月４

日、荒川町や神林村の、

オータムポエムやイチ

ゴなどのハウス栽培ほ

場を視察しました。

　 村 上・ 岩 船 地 域 は、

魚沼米に並ぶおいしい

岩 船 米 の 産 地 と し て、

その地位を築いてきま

したが、近年の農畜産

物価格の下落などから、

経営体質の強化が必要

となり、園芸作物の導

入による複合経営が急

務とされています。

　そこで岩船農業改良

普及センターが研修会

を計画、この日の視察

となりました。

力
強
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て

力
強
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て
!!!!

☆
ま
ず
現
地
を
視
察

　

研
修
会
の
視
察
に
は
、
稲
作

農
家
の
土
地
や
労
働
条
件
に
即

し
た
園
芸
を
と
い
う
こ
と
で
、

冬
場
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

視
察
の
一
番
目
は
荒
川
町
の

オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
で
す
。
冬
に

出
荷
さ
れ
る
栽
培
野
菜
の
一
つ

で
、
訪
れ
た
ハ
ウ
ス
に
は
60
セ

ン
チ
ほ
ど
の
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム

５
０
０
株
が
緑
鮮
や
か
に
育
っ

て
い
ま
し
た
。﹁
一
〜
二
月
の
寒

さ
に
遭
う
こ
と
で
甘
み
が
増
し

ま
す
。
比
較
的
手
が
か
か
ら
な

い
の
で
、
女
性
や
高
齢
者
を
中

心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。﹂
と
い

う
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

た
ち
。
こ
の
地
域
で
は
、
栽
培

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

次
は
荒
川
町
の
ユ
リ
切
花
ハ

ウ
ス
で
す
。
こ
こ
で
は
周
年
生

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫

で
休
眠
さ
せ
た
球
根
を
植
え
付

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
同
一
施

設
で
年
間
２
〜
３
回
栽
培
し
ま

す
の
で
、
堆
肥
投
入
に
よ
る
土

づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
の
こ

と
。
ま
た
、
土
壌
の
蒸
気
消
毒

と
い
っ
た
新
技
術
の
紹
介
も
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
い
ち
ご
栽
培
ほ
場

で
す
。
こ
こ
で
は
高
設
栽
培
と

い
う
、
土
を
使
わ
ず
養
液
の
み

で
栽
培
す
る
ハ
ウ
ス
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
設
置
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、
栽
培
管

理
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
お

り
、
初
め
て
栽
培
す
る
人
で
も

う
ま
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
視
察
し
て
み
て

　

参
加
し
た
農
家
は
、
新
規

作
目
の
導
入
や
現
在
栽
培
し
て

い
る
作
物
の
技
術
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
感
想
を

聞
い
て
み
る
と
﹁
冬
に
栽
培
で

き
る
も
の
で
、
何
か
い
い
も
の

は
な
い
か
見
学
に
来
ま
し
た
。﹂

﹁
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
の
栽
培
ポ
イ

ン
ト
を
つ
か
ん
で
お
き
た
い
。﹂

﹁
自
分
も
ユ
リ
を
栽
培
し
て
お
り

周
年
栽
培
す
る
技
術
を
学
び
た

い
。﹂
な
ど
前
向
き
な
意
見
の
方

ば
か
り
で
し
た
。

☆
講
演
会
で
は

　

後
半
の
講
演
会
で
は
、
巻
町

で
ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

そ
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し

て
い
る
﹁
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
ワ
イ

ナ
リ
ー
﹂
の
落
希
一
郎
社
長
の

講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　

若
い
頃
の
ワ
イ
ン
修
行
の
ご

苦
労
さ
れ
た
話
か
ら
始
ま
り
、

現
在
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
の
先
進

的
な
経
営
哲
学
ま
で
、
農
家
の

経
営
に
も
役
立
つ
内
容
で
、
み

な
さ
ん
感
心
し
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ユリ花ハウスユリ花ハウス

いちご栽培ほ場いちご栽培ほ場

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
年
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
開
催
し

た
り
、
実
際
に
栽
培
を
始
め
た
方
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
イ
チ
ジ
ク
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
新
規

に
栽
培
を
始
め
ら
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
元
で
生
産
さ
れ
た
園

芸
品
目
︵
野
菜
等
︶
が
地
元
の
店
先

に
も
並
び
始
め
る
季
節
で
す
。

　

消
費
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
地
元
の
も
の
を
購
入

し
て
、
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

イチジク栽培イチジク栽培

特徴‥アブラナ科の野菜で、つぼみの付いた茎・
葉を食べます。苦みが無くアスパラ風味でおいし
いです。
　ハウスを利用すれば厳冬期の収穫もできます。

オータムポエムの炒め物
（炒り卵入り）
①炒り卵は、ふわりと半熟に
仕上げて皿に取り出す。
②オータムポエムを好みの塩
加減で炒め、炒り卵を戻し入
れ、さっと炒め合わせる。

ちょこっと旬を味わう

オータムポエムオータムポエム

月
栽培型 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

露 地

ハ ウ ス

種まき

収穫

オータムポエム栽培オータムポエム栽培

一生懸命育っていまーす！
岩船産農産物岩船産農産物
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項目 新発田病院 リウマチセンター（仮称）

階 数 地上 11 階 地上５階

延 床 面 積 35,971 ㎡ 6,763 ㎡

病 床 数 458 床
救命救急センター 20 床 100 床

診 療 科 目 19 科 ２科
リウマチ科・リハビリ科

病 棟 数 10 病棟＋救命救急 ２病棟
リウマチ・回復期リハビリ

敷 地 面 積 5.7ha

⑷
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎地域の棚田を守ろう

　　休日を利用して、棚田を守るボランティ
ア活動をしている「ＥＣＨＩＧＯ棚田サ
ポーター」では、サポーター会員を募集し
ています。

　　活動内容は、棚田の農道や水路の草刈り
と補修のお手伝いです。

　　昨年は、朝日村高根集落の方々と一緒に
作業を行いました。作業終了後には、活動
記録の報告会や収穫祭などで集落の方々と
一層の親交が深まり大変賑わいます。

　「美しい景観の地元の棚田を守りたい。」
　「農業を少しだけやってみたい。」
　「農家の方と交流してみたい。」という方は、
　是非サポーター会員になってみましょう！
　新しい何かが見つかるかも知れません。
●組織名　 ＥＣＨＩＧＯ（えちご）棚田サポー

ター
●会　費　年間２千円（会誌を年２回発行）

▼問い合わせは

　事務局　村上市田端町６− 25（総合庁舎内）
　　　　　村上農地事務所　計画指導課
　　　　　Tel ５２−７９５１
　　　　　Fax ５２−６８６５
※ また、棚田ボランティアに来てもらいたい

地域集落も募集しています。
　事務局までご連絡をお待ちしています。
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県北地域の「救命救急センター」の
基本設計ができました

新潟県病院局

　県北地域の「救命救急センターの新設」と「高度先進医療の充実」等を目的に、ＪＲ新発田駅前に移転新築する県立新
発田病院等の基本設計が完了しました。今年の秋には建設に着手し、平成１９年春の開院に向けて工事を進めてまいります。
　県立瀬波病院が担っているリウマチ医療について、「合併症治療への対応」「療養環境の整備」等医療環境の充実を図る
ため、瀬波病院は県立リウマチセンター（仮称）として新しい新発田病院に併設移転します。

新発田病院完成予想図
（県立リウマチセンター（仮称）側）

〈新病院の概要〉

　県立瀬波病院の移譲については、厚生連から県に対して移譲の申し入れがあり、「県立瀬波病院移譲後の整備基本
構想」が示されています。県ではこの利用計画について地域の方々にご説明し、ご意見をお聞きしてきました。
　県では「地域の医療水準はこれまで以上に高まる」と判断しておりますが、今後とも地域の方々からご意見をお聞
きし、最終的に決定することとしています。

瀬波病院の利用について

【項目】

病 床 数

診 療 機 能

救 急 体 制

そ の 他

【現状：瀬波病院】

一般 142 床（うち回復期リハ 42）

・内科・整形外科
・リウマチ科
・リハビリ科
　　　　※県立リウマチセンター（仮称）へ

輪番参加

・リウマチ日常管理
・院内標榜（神経内科、皮膚科、泌尿器科）

【厚生連の計画】

療養 100 床程度　リハビリ 40 床程度

・内科
・整形外科
・リハビリ科

村上総合と一体運用

・( リウマチ日常管理 )
・院内標榜（神経内科、皮膚科、泌尿器科）

・在宅医療体制の充実

・急性期医療の充実
・急性期リハ機能の充実
・リウマチ日常管理
・へき地医療の充実
　（へき地医療拠点病院指定）

村上総合病院

連　　　　　携

新発田病院等の基本設計につい
て皆様のご意見、ご要望をお寄
せください。
概要資料は村上地域振興事務所、
瀬波病院でも配布しております。

地 域 の
医 療 機 能

◆◇お問い合わせ◇◆
県病院局業務課

新発田病院建設室
TEL 025-280-5745
FAX 025-285-3843

次回９号は、７月に発行予定です。


